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国立大学における共同研究の実施の
動向の地域性に着目し，大学や地域に
よる共同研究の件数についてどのよう
な差異があるのかを調査し，産学連携
の状況や課題について検討した．

１．目的

２．国立大学の共同研究件数の推移
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５．共同研究の推移の概要

１）大規模８大学の共同研究件数は多いが，理系教員一人
当たりの共同研究件数は，地方総合大学と同程度である．

２）地方に位置する中規模総合大学では，理系教員一人当
たりの共同研究件数について，大都市圏や工業地帯近郊の
大学では高く，それ以外の地域の大学では低い傾向が見られた．

⇒理系教員一人当たりの共同研究件数は，地元の産業の
分野やその規模に大きく影響されると考えられ，地域によ
り差異が生じたと一因と考えられる．

３）工学系単科大学で教員一人当たりの共同研究件数が高
い．

⇒共同研究の多くが工学系分野であることが影響してい
ると考えられる．

６．まとめ

大規模総合大学（北海道，東北，東京，名古屋，京
都，大阪，九州の各大学）と東京工業大学の共同研究
件数は，2002年以降，急激に伸び，全体の４０％近く
を占めるに至り，大規模大学に集中する傾向が見られ
る．

地方に位置する中規模大学では，共同研究の件数は，
位置する地域の産業の構造や規模に影響を受けている
と考えられる．

地方大学における共同研究の活発化，ひいては，産
学連携をさらに進めるためには，地元企業と大学との
連携に力点をおいた活動を進めていく必要があると考
えられる．

 


